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  （百万円未満切捨て）

１．令和２年３月期第２四半期の連結業績（平成31年４月１日～令和元年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

２年３月期第２四半期 21,933 △0.7 682 △3.9 724 △16.7 275 △47.7 

31年３月期第２四半期 22,082 △3.7 710 △40.1 869 △30.4 526 △33.3 
 
（注）包括利益 ２年３月期第２四半期 294 百万円 （△38.5％）   31年３月期第２四半期 478 百万円 （△47.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

２年３月期第２四半期 25.71 25.63 

31年３月期第２四半期 48.26 48.12 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

２年３月期第２四半期 31,526 18,341 57.9 

31年３月期 32,124 19,014 58.9 
 
（参考）自己資本 ２年３月期第２四半期 18,242 百万円   31年３月期 18,916 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

31年３月期 － 23.00 － 23.00 46.00 

２年３月期 － 23.00       

２年３月期（予想）     － 23.00 46.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．令和２年３月期の連結業績予想（平成31年４月１日～令和２年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 42,300 △4.2 750 △44.0 850 △47.9 500 △23.5 45.60 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ２年３月期２Ｑ 11,280,177 株 31年３月期 11,280,177 株 

②  期末自己株式数 ２年３月期２Ｑ 729,285 株 31年３月期 314,455 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） ２年３月期２Ｑ 10,704,207 株 31年３月期２Ｑ 10,909,522 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………… 7

  （継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 7

   

 

- 1 -

㈱ファルコホールディングス（4671）令和２年３月期第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の改善や雇用環境の緩やかな回復が見られるもの

の、米中間の貿易摩擦の激化による中国経済の減速など、世界経済の不確実性や、消費税増税による消費への影響

など、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

 当社グループを取り巻く受託臨床検査市場では、診療報酬の改定の影響に加え、同業他社間の競争が激化してお

り、厳しい事業環境が続いております。また、調剤薬局市場では、調剤報酬及び薬価の改定による影響が大きく、

より厳しい事業環境となっております。

 当社グループでは、このような事業環境のもと、臨床検査事業及び調剤薬局事業の収益力の強化を図るととも

に、将来の事業環境の変化を見据えた事業展開を進めております。

 また、平成31年２月に当社連結子会社であるファルコバイオシステムズの総合研究所にて発生した火災では、皆

様に多大なご迷惑、ご心配をおかけしましたが、その復旧は火災発生当初の想定より早く完了しております。

 このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は21,933百万円（前年同期比0.7％減）、営業利益

は682百万円（同3.9％減）、経常利益は724百万円（同16.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は275百万

円（同47.7％減）となりました。なお、検査体制の再構築を目的としたコスト構造改善関連費用255百万円等を特

別損失として計上しております。

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

① 臨床検査事業 

 臨床検査事業につきましては、売上拡大に向け、大都市圏を重点地域とした新規顧客の獲得を図るとともに、ク

ラウド型電子カルテ「ＨＡＹＡＴＥ／ＮＥＯ」及び平成30年12月１日より保険適用となった「ＭＳＩ検査キット

（ＦＡＬＣＯ）」（※）の販売強化に取り組んでおります。

（※）局所進行性または転移性の高頻度マイクロサテライト不安定性（ＭＳＩ-Ｈｉｇｈ）癌に対する効能・効果 

について、抗ＰＤ-１抗体キイトルーダ®（一般名：ペムブロリズマブ）の適応を判定するための体外診断用医 

薬品で、世界で初めての癌腫横断的なコンパニオン診断薬。

 臨床検査事業においては、平成31年２月に発生した火災の影響により臨床検査の受託検体数が大きく減少した一

方で、コンパニオン診断薬「ＭＳＩ検査キット（ＦＡＬＣＯ）」及びクラウド型電子カルテ「ＨＡＹＡＴＥ／ＮＥ

Ｏ」の販売実績が伸長いたしました。このため、臨床検査事業の売上高は13,427百万円（前年同期比2.5％減）、

営業利益は296百万円（同42.6％減）となりました。

② 調剤薬局事業 

 調剤薬局事業につきましては、堅実な店舗運営を推進しつつ、既存店舗の処方箋応需の拡大及び店舗運営の効率

化に取り組んでおります。また、かかりつけ薬剤師・薬局として求められる役割・機能を果たすとともに、高齢者

施設及び在宅を中心とした地域医療との連携を進めております。

 当第２四半期連結累計期間において、１店舗を開局、４店舗を閉局、既存１店舗をフランチャイズ化したことに

より、当第２四半期連結会計期間末における当社グループが運営する調剤薬局店舗総数は107店舗（フランチャイ

ズ店６店舗含む）となりました。

 調剤薬局事業においては、店舗数減少等の影響により処方箋枚数が減少したものの、処方箋単価の上昇により、

売上高は8,502百万円（前年同期比2.3％増）となりました。また、営業利益は薬価改定の影響があった前年同期よ

り増加し、505百万円（同70.7％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、主に現金及び預金の減少やたな卸資産の増

加等により、前連結会計年度末に比べ597百万円減少し、31,526百万円となりました。

 負債は、主に仕入債務の増加や固定負債のその他に含まれる長期未払金の減少等により、前連結会計年度末に比

べ75百万円増加し、13,185百万円となりました。

 また、純資産は、主に自己株式の取得により、前連結会計年度末に比べ673百万円減少し、18,341百万円となり

ました。

 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 令和２年３月期の連結業績予想につきましては、季節変動要因に加えて、臨床検査事業再構築の為の費用等を見

込んでいる一方で、火災損害に付されている保険金の受取額が不確定であることから、令和元年５月10日の「平成

31年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想を変更しておりません。今後の業績動向を踏まえ

修正が必要と判断した場合には、速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和元年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,843 6,862 

受取手形及び売掛金 6,301 6,161 

商品及び製品 1,116 965 

仕掛品 77 52 

原材料及び貯蔵品 385 902 

その他 1,603 1,366 

貸倒引当金 △9 △9 

流動資産合計 17,318 16,302 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 8,526 9,262 

減価償却累計額 △5,056 △5,152 

建物及び構築物（純額） 3,469 4,109 

土地 4,750 4,750 

リース資産 507 920 

減価償却累計額 △468 △508 

リース資産（純額） 39 412 

その他 6,100 5,702 

減価償却累計額 △5,018 △4,940 

その他（純額） 1,082 762 

有形固定資産合計 9,341 10,034 

無形固定資産    

のれん 91 75 

その他 525 444 

無形固定資産合計 616 520 

投資その他の資産    

その他 4,871 4,692 

貸倒引当金 △23 △22 

投資その他の資産合計 4,847 4,669 

固定資産合計 14,805 15,224 

資産合計 32,124 31,526 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(令和元年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,389 4,886 

短期借入金 1,900 2,100 

未払法人税等 123 247 

賞与引当金 557 568 

その他 2,722 2,161 

流動負債合計 9,693 9,964 

固定負債    

長期借入金 403 340 

引当金 188 217 

退職給付に係る負債 1,958 1,946 

資産除去債務 152 155 

その他 713 560 

固定負債合計 3,415 3,221 

負債合計 13,109 13,185 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,371 3,371 

資本剰余金 3,391 3,391 

利益剰余金 12,486 12,503 

自己株式 △499 △1,209 

株主資本合計 18,749 18,057 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 166 185 

その他の包括利益累計額合計 166 185 

新株予約権 98 98 

純資産合計 19,014 18,341 

負債純資産合計 32,124 31,526 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

売上高 22,082 21,933 

売上原価 15,576 15,569 

売上総利益 6,506 6,364 

販売費及び一般管理費 5,795 5,681 

営業利益 710 682 

営業外収益    

受取配当金 34 55 

貸倒引当金戻入額 0 0 

その他 134 38 

営業外収益合計 169 93 

営業外費用    

支払利息 5 6 

支払手数料 2 16 

支払補償費 － 19 

その他 2 9 

営業外費用合計 10 52 

経常利益 869 724 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 25 

事業譲渡益 7 － 

特別利益合計 7 25 

特別損失    

固定資産除却損 10 49 

投資有価証券売却損 － 28 

減損損失 － 0 

検査再構築費用 － 255 

その他 － 12 

特別損失合計 10 345 

税金等調整前四半期純利益 866 404 

法人税、住民税及び事業税 332 218 

法人税等調整額 7 △89 

法人税等合計 339 129 

四半期純利益 526 275 

親会社株主に帰属する四半期純利益 526 275 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年９月30日) 

四半期純利益 526 275 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △48 18 

その他の包括利益合計 △48 18 

四半期包括利益 478 294 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 478 294 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 13,770 8,311 22,082 － 22,082 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

7 0 7 △7 － 

計 13,778 8,312 22,090 △7 22,082 

セグメント利益 516 296 812 △102 710 

（注）１．セグメント利益の調整額△102百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△637

百万円及び内部取引の消去に伴う調整額535百万円が含まれております。全社費用は、主に人

事・経理部門等の管理費用及び建物の減価償却費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

 
臨床検査 
事業 

調剤薬局 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 13,419 8,501 21,921 12 21,933 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

7 0 8 △8 － 

計 13,427 8,502 21,929 4 21,933 

セグメント利益 296 505 801 △119 682 

（注）１．セグメント利益の調整額△119百万円には、報告セグメントに帰属しない売上高12百万円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△612百万円及び内部取引の消去に伴う調整額481百万

円が含まれております。全社費用は、主に人事・経理部門等の管理費用及び建物の減価償却費で

あります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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